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研究目的

本研究の目的は, ス トレッチングや リラクセー

ション等の内部志向のスタティックな運動を大学

正課体育のダンスの授業に導入し, これらが学生

の身体意識に及ぼす影響について考察することで

ある。そ して, このような心身の結合を目的とし

た活動の経験が, 舞踊本来のイメージと運動の豊

かな交流をもたらすための段階的な一方法 となりう

るかどうか, その可能性についても同時に考えたい・

研究方法

1. 1960年 代以降のサイコ ・セラピーの理論を

「身体性の導入」という視点から概観 し, パ ラダ

イム ・シフ トの背景 と, 身体性導入の理論 ・方法

についてまとめる。

2. 女子大学生(36名)を 対象とした90分 のダン

スの実技において, 身体意識を高めるスタディック

な運動を組込んだ授業プランを作成 し, 実施す る。

3. 2の 授業を5週 行 った上でそれ らの運動に対

する内省の自由記述をとり, 身体的. 精神的 ・対

人的の3つ に分類 し, その価値について論 じる。

結果及び考察

1. サイコ ・セラピーにおける身体性の導入につ

いて(背 景については省略)

サイコ ・セラピーにおける身体性の導入は, 人

間の精神の状態を身体 と関連づけてとらえ, 様々

なボディワークによってセラピーを進めるという

形態で行われる。感情 ・情緒は積極的に開放 され

る方向性がとられ, 主にグループ ・セラピーが採

用されている。代表的なものとして Alexander

Lowen が開発 したバイオエナジェティクスが挙

げられる。 ここでは, 感情の習慣的抑圧は身体の

筋肉に慢性的緊張という形で刻印されると考え,

このブロックをボディ ・ワ ークによって取 り除 く

ことが主な目的となる。またこれらの規則正 しい実

施によって呼吸が深くなり, 身体の活力の状態が高

まり, 喪失された身体を復権 したより深い自己把握

が可能になるとしている。また, これと比較的類似 し

た方法をとるものに, Moshe Feldenkrais に

よるファンクショナル ・インテグレーション, 姿勢

術としてのアレクサンダー ・テクニーク等がある。

2. スタティックな運動を組込んだ授業プラン

ス トレッチ ングの目的として, 可動域の拡大,

身体各部の知覚, 身体意識の向上等を設定 した。

方法としては2人 組で行う定型のものと, よりパ
ーソナルに各自の呼吸を意識 しながら身体に働き

かけるものの2種 類を行 った。 リラクセーション

は全活動の最後に行い, 活動に対する内容を促す

とともに, ブロック解除の方法を応用 したり, 身

体各部を個別に意識するといったことを言語によ

る働きかけで行った。(授 業プラン割愛)

3. スタティックな運動に対する内省の自由記述

以下の表に示すように, 精神的安定 ・快感が

認識された。

まとめ

人間性心理学以降, 特にセラピーの領域で身体

性の導入が提唱されている背景には, 真の自己表

現のためには, 心 と身体の統合体としての自己認

識の確立が必要 とされるからであろう。身体運動

は人間の機能的側面に働きかける刺激であるとと

もに, ここでは特に心理的な効果(精 神の安定 ・

快感等)が 確認された。身体意識の向上(自 己の

身体についての様々な気づき)は, 表現形式 とし

ての舞踊がその教育的側面において重視すべき,

運動とイメージの豊かな交流をもた らす第一歩で

あると考えられよう。

「各活動を行っている時、どんな感じがしたか、何を感じて(思 って)い たか」に対する

記述の分類
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